
低炭素化社会低炭素化社会低炭素化社会低炭素化社会のののの実現実現実現実現にににに向向向向けたけたけたけた電力会社電力会社電力会社電力会社
のののの取取取取りりりり組組組組みとみとみとみと展望展望展望展望

2009年年年年8月月月月19日日日日

電気学会電力電気学会電力電気学会電力電気学会電力・・・・エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー部門大会部門大会部門大会部門大会

　　　　パネルディスカッションパネルディスカッションパネルディスカッションパネルディスカッション

東京電力株式会社東京電力株式会社東京電力株式会社東京電力株式会社　　　　岡本岡本岡本岡本　　　　浩浩浩浩
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電気事業電気事業電気事業電気事業連合会連合会連合会連合会はははは、、、、原子力原子力原子力原子力のののの活用活用活用活用、、、、再生可能再生可能再生可能再生可能エネルギーエネルギーエネルギーエネルギーのののの拡大拡大拡大拡大、、、、エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー消消消消
費費費費のののの効率化効率化効率化効率化・・・・電化推進電化推進電化推進電化推進にににに向向向向けたけたけたけた自自自自らのらのらのらの取組取組取組取組みをみをみをみを表明表明表明表明。。。。

1 原子力原子力原子力原子力のののの活用活用活用活用

◆◆◆◆2020年度年度年度年度までにまでにまでにまでに原子力原子力原子力原子力をををを中心中心中心中心とするとするとするとする非化石非化石非化石非化石エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー比率比率比率比率

　　　　50％％％％をををを目指目指目指目指すすすす

2 再生可能再生可能再生可能再生可能エネルギーエネルギーエネルギーエネルギーのののの拡大拡大拡大拡大

◆◆◆◆風力発電風力発電風力発電風力発電はははは500万万万万kW程度程度程度程度までまでまでまで、、、、太陽光発電太陽光発電太陽光発電太陽光発電もももも局所的局所的局所的局所的なななな集中集中集中集中

　　　　設置設置設置設置などのなどのなどのなどの場合場合場合場合をををを除除除除きききき1000万万万万kW程度程度程度程度までまでまでまで、、、、電力系統電力系統電力系統電力系統のののの安安安安

　　　　定度定度定度定度をををを失失失失うことなくうことなくうことなくうことなく受受受受けけけけ入入入入れれれれ可能可能可能可能（（（（それそれそれそれ以上以上以上以上はははは対策要対策要対策要対策要））））

◆◆◆◆全国約全国約全国約全国約30地点地点地点地点でででで、、、、約約約約14万万万万kWののののメガソーラーメガソーラーメガソーラーメガソーラー発電所発電所発電所発電所をををを建設建設建設建設

4  効率化効率化効率化効率化・・・・電化電化電化電化のののの推進推進推進推進

◆◆◆◆ＣＯＣＯＣＯＣＯ２２２２冷媒冷媒冷媒冷媒ヒートポンプヒートポンプヒートポンプヒートポンプ

　　　　給湯器給湯器給湯器給湯器(エコキュートエコキュートエコキュートエコキュート)をををを

　　　　官民一体官民一体官民一体官民一体のののの普及拡大普及拡大普及拡大普及拡大のののの

　　　　取組取組取組取組みのみのみのみの下下下下、、、、2020年度年度年度年度でででで

　　　　ストックストックストックストック約約約約1000万台普及万台普及万台普及万台普及

　　　　をををを目指目指目指目指すすすす

◆◆◆◆業界全体業界全体業界全体業界全体でででで 2020年度年度年度年度まままま

ででででにににに電気自動車約電気自動車約電気自動車約電気自動車約１１１１万台万台万台万台

　　　　をををを業務用車両業務用車両業務用車両業務用車両としてとしてとしてとして導入導入導入導入

◆◆◆◆ＩＧＣＣ、ＣＣＳＩＧＣＣ、ＣＣＳＩＧＣＣ、ＣＣＳＩＧＣＣ、ＣＣＳをををを活用活用活用活用したしたしたした低炭素化低炭素化低炭素化低炭素化のののの研究開発等研究開発等研究開発等研究開発等をををを推進推進推進推進

3 化石燃料利用化石燃料利用化石燃料利用化石燃料利用のののの高効率化高効率化高効率化高効率化・・・・排出削減対策排出削減対策排出削減対策排出削減対策

××××
3333 ((((Energy, Energy, Energy, Energy, 
Environment, Environment, Environment, Environment, 

Economy)Economy)Economy)Economy)



3

0.460.460.460.460.440.440.440.440.400.400.400.40

0.200.200.200.200.090.090.090.09

0.500.500.500.50
0.580.580.580.58

0.860.860.860.86
0.960.960.960.96

0.000.000.000.00

0.200.200.200.20

0.400.400.400.40

0.600.600.600.60

0.800.800.800.80

1.001.001.001.00

7 97 97 97 9

1 51 51 51 5 2 82 82 82 8 2 12 12 12 1 2 72 72 72 7 1 91 91 91 9

9999

5 85 85 85 8

1 61 61 61 6 1 41 41 41 4
22222222

1 11 11 11 1

7777
666633331111 11110000

3333
7777

4444
5555

2222

2222
1111

0000

2 02 02 02 0

4 04 04 04 0

6 06 06 06 0

8 08 08 08 0

1 0 01 0 01 0 01 0 0

(( ((
)) ))

C
O

C
O

C
O

C
O

22 22

kgkg kgkg
-- --
C

O
C

O
C

O
C

O
22 22
/
kW

h
/
kW

h
/
kW

h
/
kW

h

【CO2排出原単位（発電端）の各国比較】

2005年の値
【出典】Energy Balances of OECD Countries 2004-2005を基に東京電力試算
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CHPプラント（熱電併給）も含む
発電電力量構成比は四捨五入の関係で合計が100%にならない場合がある

「「「「2020202020202020年度年度年度年度までにまでにまでにまでに非化石非化石非化石非化石エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー比率比率比率比率((((ゼロエミッションゼロエミッションゼロエミッションゼロエミッション電源比率電源比率電源比率電源比率)50)50)50)50％」％」％」％」
目標達成目標達成目標達成目標達成によりによりによりにより電力電力電力電力ＣＯＣＯＣＯＣＯ２２２２排出原単位排出原単位排出原単位排出原単位のののの低減低減低減低減にににに期待期待期待期待。。。。
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2008年度供給計画年度供給計画年度供給計画年度供給計画のののの最終年度最終年度最終年度最終年度((((2017年年年年))))
までのまでのまでのまでの10年間年間年間年間でででで計画計画計画計画しているしているしているしている原子力発電原子力発電原子力発電原子力発電
のののの新増設新増設新増設新増設はははは約約約約1200万万万万ｋＷ。ｋＷ。ｋＷ。ｋＷ。[[[[2007年年年年までまでまでまで
のののの過去過去過去過去10年間年間年間年間のののの増設規模増設規模増設規模増設規模はははは約約約約450万万万万kWkWkWkW＊＊＊＊]]]]

大規模大規模大規模大規模なななな計画計画計画計画のののの実現実現実現実現にににに向向向向けけけけ努力努力努力努力をををを傾注傾注傾注傾注。。。。

-
非化石非化石非化石非化石エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー比率比率比率比率のののの拡大拡大拡大拡大へはへはへはへは原子力原子力原子力原子力をををを中心中心中心中心にににに取組取組取組取組みみみみ。。。。

　　　　　　　　⇒⇒⇒⇒原子力立地原子力立地原子力立地原子力立地のののの円滑円滑円滑円滑なななな推進推進推進推進やややや、、、、既存既存既存既存ののののプラントプラントプラントプラントのののの原子力利用率原子力利用率原子力利用率原子力利用率のののの向上等向上等向上等向上等がががが課題課題課題課題。。。。

全国全国全国全国のののの既設原子力発電既設原子力発電既設原子力発電既設原子力発電のののの設備利用率設備利用率設備利用率設備利用率がががが１１１１％％％％向上向上向上向上したしたしたした場合場合場合場合、、、、約約約約300300300300万万万万ｔｔｔｔ＊＊＊＊のののの排出排出排出排出
抑制効果抑制効果抑制効果抑制効果。　　　　。　　　　。　　　　。　　　　＊＊＊＊家庭家庭家庭家庭約約約約200200200200万人万人万人万人のののの年間排出量年間排出量年間排出量年間排出量、、、、太陽光発電約太陽光発電約太陽光発電約太陽光発電約400400400400万万万万kWkWkWkWにににに相当相当相当相当

日本日本日本日本のののの原子力発電所原子力発電所原子力発電所原子力発電所におけるにおけるにおけるにおける利用率利用率利用率利用率のののの現状現状現状現状
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【出典】WWEAプレスリリース

【出典】 IEA　Trends in 

Photovoltaic Applications

日本日本日本日本のののの太陽光発電導入量太陽光発電導入量太陽光発電導入量太陽光発電導入量はははは世界第世界第世界第世界第2位位位位
　◆政府による住宅用太陽光の補助金（2005年度終了、2008年度復活）、電力会社による余剰電力の買い取り

日本日本日本日本のののの風力発電導入量風力発電導入量風力発電導入量風力発電導入量はははは世界第世界第世界第世界第13位位位位
　◆電力会社によるお客さまからの風力の買い取り

2-1．．．．再生可能再生可能再生可能再生可能エネルギーエネルギーエネルギーエネルギーのののの拡大拡大拡大拡大～～～～太陽光太陽光太陽光太陽光・・・・風力発電風力発電風力発電風力発電のののの導入量導入量導入量導入量

太陽光発電導入量（日本）

1.9 2.4 3.1 4.3 6.0 9.113.3
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万kW

1111 ドイツドイツドイツドイツ 386.2386.2386.2386.2

2222 日本日本日本日本 191.9191.9191.9191.9

3333 アメリカアメリカアメリカアメリカ 83.183.183.183.1

4444 スペインスペインスペインスペイン 65.565.565.565.5

5555 イタリアイタリアイタリアイタリア 5.05.05.05.0

6666 オーストラリアオーストラリアオーストラリアオーストラリア 8.28.28.28.2

7777 韓国韓国韓国韓国 7.87.87.87.8

8888 フランスフランスフランスフランス 7.57.57.57.5

9999 オランダオランダオランダオランダ 5.35.35.35.3

10101010 スイススイススイススイス 3.63.63.63.6

太陽光導入量太陽光導入量太陽光導入量太陽光導入量（（（（2007200720072007年末年末年末年末））））

風力発電導入量（日本）
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kW
1111 ドイツドイツドイツドイツ 2224.72224.72224.72224.7

2222 アメリカアメリカアメリカアメリカ 1681.91681.91681.91681.9

3333 スペインスペインスペインスペイン 1514.51514.51514.51514.5

4444 インドインドインドインド 785.0785.0785.0785.0

5555 中国中国中国中国 591.2591.2591.2591.2

6666 デンマークデンマークデンマークデンマーク 312.5312.5312.5312.5

7777 イタリアイタリアイタリアイタリア 272.6272.6272.6272.6

8888 フランスフランスフランスフランス 245.5245.5245.5245.5

9999 英国英国英国英国 238.9238.9238.9238.9

10101010 ポルトガルポルトガルポルトガルポルトガル 213.0213.0213.0213.0

11111111 カナダカナダカナダカナダ 184.6184.6184.6184.6

12121212 オランダオランダオランダオランダ 174.7174.7174.7174.7

13131313 日本日本日本日本 153.8153.8153.8153.8

風力導入量風力導入量風力導入量風力導入量（（（（2007200720072007年末年末年末年末））））

6

※左目盛は発電電力量、右目盛は発電電力量に占めている再生可能エネルギーの割合

【出典】IEA, ENERGY BALANCES OF OECD COUNTRIES, 2008 EDITION

2006年実績年実績年実績年実績
※※※※水力込水力込水力込水力込みみみみ（（（（揚水除揚水除揚水除揚水除くくくく））））

2006年実績年実績年実績年実績

※※※※水力除水力除水力除水力除きききき
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2-2．．．．各国各国各国各国のののの再生可能再生可能再生可能再生可能エネルギーエネルギーエネルギーエネルギーのののの割合割合割合割合とととと内訳内訳内訳内訳

水力水力水力水力をををを含含含含めためためためた場合場合場合場合、、、、日本日本日本日本のののの発電電力量発電電力量発電電力量発電電力量にににに占占占占めるめるめるめる再生可能再生可能再生可能再生可能エネルギーエネルギーエネルギーエネルギーのののの割割割割

合合合合はははは10.0%。。。。ドイツドイツドイツドイツ（（（（11.2%））））とととと同等同等同等同等でででで遜色遜色遜色遜色ないないないない
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� 浮島太陽光発電所浮島太陽光発電所浮島太陽光発電所浮島太陽光発電所
�川崎市所有川崎市所有川崎市所有川崎市所有のののの埋立処分地埋立処分地埋立処分地埋立処分地（（（（約約約約10ha、、、、
7,000kW））））

� 扇島太陽光発電所扇島太陽光発電所扇島太陽光発電所扇島太陽光発電所
�当社所有当社所有当社所有当社所有のののの土地土地土地土地（（（（約約約約20ha、、、、13,000kW））））

� 太陽光発電等太陽光発電等太陽光発電等太陽光発電等PR施設施設施設施設（（（（仮称仮称仮称仮称））））

�川崎市川崎市川崎市川崎市がががが浮島処理浮島処理浮島処理浮島処理センターセンターセンターセンター内内内内でででで運営運営運営運営

2-3．．．．川崎市川崎市川崎市川崎市におけるにおけるにおけるにおけるメガソーラーメガソーラーメガソーラーメガソーラー建設計画建設計画建設計画建設計画

2008年年年年10月月月月20日日日日、、、、当社初当社初当社初当社初ののののメガソーラーメガソーラーメガソーラーメガソーラー計画計画計画計画をををを、、、、川崎市川崎市川崎市川崎市のののの臨海部臨海部臨海部臨海部（（（（浮島浮島浮島浮島およびおよびおよびおよび

扇島扇島扇島扇島））））においてにおいてにおいてにおいて進進進進めることをめることをめることをめることを公表公表公表公表
日本最大級日本最大級日本最大級日本最大級となるとなるとなるとなる合計出力約合計出力約合計出力約合計出力約2万万万万kWのののの太陽光発電所太陽光発電所太陽光発電所太陽光発電所をををを川崎市川崎市川崎市川崎市とととと共同共同共同共同でででで建設建設建設建設しししし、、、、
2011年度年度年度年度からからからから運転開始予定運転開始予定運転開始予定運転開始予定

2011年度運転開始予定

2009年度工事着工予定

約30ha太陽光パネル設置面積

約8,900t年間CO2排出削減量（推定）

約2,100万kWh年間発電電力量（推定）

約20,000kW太陽電池出力

� 太陽光発電設備太陽光発電設備太陽光発電設備太陽光発電設備のののの概要概要概要概要（（（（2箇所合計箇所合計箇所合計箇所合計））））

� 位置図位置図位置図位置図
 

 

 

    

 

 

    

    

 

 

 

扇島太陽光発電所(仮称)

浮島太陽光発電所(仮称)

太陽光発電等PR施設(仮称)

�扇島太陽光発電所扇島太陽光発電所扇島太陽光発電所扇島太陽光発電所
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東電サイト

ユーラスサイト 共有部

東伊豆町

河津町

�

1,670kW 10 16,700kW

�

1,670kW 10 16,700kW
��

�

1,670kW 11 18,370kW

�

1,670kW 11 18,370kW

東電サイト

ユーラスサイト 共有部

東伊豆町

河津町

�

1,670kW 10 16,700kW

�

1,670kW 10 16,700kW
��

�

1,670kW 11 18,370kW

�

1,670kW 11 18,370kW

2-4. ウインドファームウインドファームウインドファームウインドファームのののの新設計画新設計画新設計画新設計画

2008年年年年5月月月月15日日日日、、、、ウインドファームウインドファームウインドファームウインドファーム（（（（静岡県東伊豆町静岡県東伊豆町静岡県東伊豆町静岡県東伊豆町・・・・河津町河津町河津町河津町））））新設計画公表新設計画公表新設計画公表新設計画公表
�総定格出力総定格出力総定格出力総定格出力：：：：18,370kW（（（（予定予定予定予定）（）（）（）（単機単機単機単機1,670kW××××11基基基基））））

�工事着工予定工事着工予定工事着工予定工事着工予定：：：：2009年年年年4月月月月、、、、運転開始予定運転開始予定運転開始予定運転開始予定：：：：2011年年年年10月月月月

隣接地隣接地隣接地隣接地にはにはにはには、、、、東京電力東京電力東京電力東京電力グループグループグループグループののののユーラスエナジーホールディングスユーラスエナジーホールディングスユーラスエナジーホールディングスユーラスエナジーホールディングスでもでもでもでも、、、、ウウウウ
インドファームインドファームインドファームインドファームのののの建設建設建設建設をををを計画計画計画計画
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各電源各電源各電源各電源のののの発電発電発電発電コストコストコストコスト比較比較比較比較

※　太陽光・風力以外は、運転年数40年を仮定
【出典】総合資源エネルギー調査会新エネルギー部会資料（H20.2）、総合資源エネルギー調査会電気事業分科会コスト等検討小委員会資料（H16.1）

【出典】原子力立国計画（H18.8.8）

2-5. 再生可能再生可能再生可能再生可能エネルギーエネルギーエネルギーエネルギーのののの課題課題課題課題

現状現状現状現状ではではではでは他電源他電源他電源他電源にににに比比比比べべべべ割高割高割高割高でありでありでありであり、、、、必要必要必要必要なななな敷地面積敷地面積敷地面積敷地面積もももも広大広大広大広大
太陽光太陽光太陽光太陽光・・・・風力等風力等風力等風力等のののの再生可能再生可能再生可能再生可能エネルギーエネルギーエネルギーエネルギーはははは、、、、発電出力発電出力発電出力発電出力がががが気象条件気象条件気象条件気象条件にににに左右左右左右左右されるたされるたされるたされるた
めめめめ、、、、安定性安定性安定性安定性のののの確保確保確保確保がががが課題課題課題課題

80%

5.3

原子力原子力原子力原子力

45%

11.9

水力水力水力水力

80%

10.7

石油火力石油火力石油火力石油火力

20%

11～～～～24

風力風力風力風力

80%

6.2

LNG火力火力火力火力

80%12%設備利用率設備利用率設備利用率設備利用率

5.747
発電単価発電単価発電単価発電単価

（（（（円円円円/kWh））））

石炭火力石炭火力石炭火力石炭火力太陽光太陽光太陽光太陽光

太陽光太陽光太陽光太陽光・・・・風力発電風力発電風力発電風力発電のののの設置設置設置設置にににに必要必要必要必要なななな面積面積面積面積
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(%) 太陽光発電太陽光発電太陽光発電太陽光発電のののの出力変化出力変化出力変化出力変化

【出典】総合資源エネルギー調査会新エネルギー部会
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Designed thermal 

efficiency by class

Total thermal efficiency 

of thermal power 

generation 

(gross thermal 

efficiency for steam 

power)

Kashima

unit 1

40.3%
Kashima 

units 5&6

40.8%

Futtsu Group 3

55.3%

MACC(More Advanced Combined Cycle)

2007 60%

3-1. 

Futtsu 

Group 1&2

47.2%

1100℃℃℃℃

Yokohama 

Group 7&8

54.1%

1300℃℃℃℃

46.1%

Kawasaki Group 1

Approx. 59%

1500℃℃℃℃
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3-2. :

Source: Clean Coal Power R&D Co., LTD.

12

3-3. CO2 (CCS)
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普及状況　2007年9月　100万台突破※　⇒　普及目標　2010年　累計　520万台
※（社）日本冷凍空調工業会　国内総出荷台数 （京都議定書目標達成計画）

(試算条件)

1.給湯負荷：IBEC（（財）建築環境・省エネルギー機構）Lモードの43℃換算湯量（421L/日）＋風呂保温（6.7MJ/日）　2.外気温度、給水温度：（社）日本冷凍空調工業会

規格（JRA4050：2005）による　3.消費電力量：300Lフルオート（ヒーターレス保温）タイプでの試算、機器効率・除霜・沸き終い損失を含む、中間・冬・夏の3期間の消

費電力量を試算　4.消費ガス量：従来型燃焼式給湯器（都市ガス）の機器効率80％（東京ガスカタログによる） 5.一次エネルギー発熱原単位：電気（9.76MJ / kWh、全日平

均）、都市ガス（45MJ/m3、13A）　6.CO2排出原単位：「地球温暖化対策の推進に関する法律施行令（電気は政府公表値による東京電力の値）」

CO2冷媒冷媒冷媒冷媒ヒートポンプヒートポンプヒートポンプヒートポンプ給湯機給湯機給湯機給湯機（（（（エコキュートエコキュートエコキュートエコキュート））））のののの導入導入導入導入によりによりによりにより、、、、従来従来従来従来のののの燃焼式給湯器燃焼式給湯器燃焼式給湯器燃焼式給湯器とととと
比較比較比較比較してしてしてして、、、、約約約約3割割割割のののの省省省省エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー、、、、約約約約5割割割割ののののCO2削減削減削減削減がががが可能可能可能可能とととと試算試算試算試算

4-1. 需要側需要側需要側需要側のののの低炭素化低炭素化低炭素化低炭素化：：：：熱分野熱分野熱分野熱分野でのでのでのでの「「「「ヒートポンプヒートポンプヒートポンプヒートポンプ」」」」のののの活用活用活用活用

14

�電気自動車（ EV：Electric Vehicle ）は、CO2排出削減に高い効果

　　※　対ガソリン車で約7割削減

　　※ 深夜電力が増えれば、原子力の電源構成比を長期的に高めることも可能
であることから、さらなる排出削減効果が見込める

日本日本日本日本のののの全自動車全自動車全自動車全自動車がががが電気自動車電気自動車電気自動車電気自動車ならならならなら日本全体日本全体日本全体日本全体ののののCO2排出量排出量排出量排出量のののの約約約約1割割割割ものものものもの削減削減削減削減にににに寄与寄与寄与寄与

【出典】三菱自動車資料、総合資源エネルギー調査会第5回需給部会資料（H19.11.30）

4-2. 需要側需要側需要側需要側のののの低炭素化低炭素化低炭素化低炭素化：：：：運輸部門運輸部門運輸部門運輸部門におけるにおけるにおけるにおける電気自動車電気自動車電気自動車電気自動車のののの活用活用活用活用①①①①

CO2 (10,000k
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500

1,000

1,500

C
O

2
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g-
C

O
2
)

66

（試算条件）軽ガソリン車燃費　18.8km/L（社団法人　全国軽自動車協会連合ホームページより）
　　　　　　EV燃費　10km/kWh（東京電力と自動車メーカーによるＥＶ共同開発の目標値）
　　　　　　CO2排出源単位：ガソリン　2.32kg-CO2/L（「地球温暖化対策の推進に関する法律施行例」より）
　　　　　　電気　0.425kg-CO2/L（東京電力における2007年度のCO2排出源単位実績）
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4-3. 需要側需要側需要側需要側のののの低炭素化低炭素化低炭素化低炭素化：：：：運輸部門運輸部門運輸部門運輸部門におけるにおけるにおけるにおける電気自動車電気自動車電気自動車電気自動車のののの活用活用活用活用②②②②

～～～～

16

5. 

1.

(UHV)

2.

3.

(Smarter Grid
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5-1. UHV

1,100kV

550kV

•
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5-2. 
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5-3. 

•

– EV

–
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蓄熱
暖房機

太
陽
光
パ
ネ
ル

電気自動車電気自動車電気自動車電気自動車

必要必要必要必要にににに応応応応じじじじ系統系統系統系統からからからから制御制御制御制御

１１１１～～～～２２２２ｋｋｋｋWWWW

１１１１ｋｋｋｋWWWW

３３３３～～～～５５５５ｋｋｋｋWWWW

３３３３～～～～４４４４ｋｋｋｋWWWW

ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス

ITITITITをををを活用活用活用活用してしてしてして制御制御制御制御

外出先外出先外出先外出先からからからから携帯電話携帯電話携帯電話携帯電話でででで
自宅自宅自宅自宅のののの太陽光発電量太陽光発電量太陽光発電量太陽光発電量をををを
確認確認確認確認してしてしてして家電需要家電需要家電需要家電需要をををを制制制制
御御御御，，，，EVEVEVEV充電充電充電充電などなどなどなど
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低炭素社会低炭素社会低炭素社会低炭素社会のののの実現実現実現実現にににに向向向向けたけたけたけた取組取組取組取組みのみのみのみの柱柱柱柱はははは、、、、供給供給供給供給サイドサイドサイドサイドでのでのでのでの発電発電発電発電のののの一層一層一層一層のののの高効率高効率高効率高効率・・・・
低炭素化低炭素化低炭素化低炭素化、、、、需要需要需要需要サイドサイドサイドサイドでのでのでのでの高効率機器高効率機器高効率機器高効率機器のののの普及普及普及普及・・・・電化電化電化電化によるによるによるによる省省省省エネエネエネエネ

　　　　　　　　　　　　＜＜＜＜発電発電発電発電のののの高効率化高効率化高効率化高効率化・・・・低炭素化低炭素化低炭素化低炭素化＞　　　＞　　　＞　　　＞　　　原子力原子力原子力原子力、、、、高効率火力発電高効率火力発電高効率火力発電高効率火力発電、、、、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自然自然自然自然エネルギーエネルギーエネルギーエネルギーのののの利用拡大等利用拡大等利用拡大等利用拡大等

　　　　　　　　　　　　＜＜＜＜高効率機器高効率機器高効率機器高効率機器のののの開発開発開発開発・・・・普及普及普及普及＞　　　　＞　　　　＞　　　　＞　　　　ヒートポンプヒートポンプヒートポンプヒートポンプ、、、、電気自動車等電気自動車等電気自動車等電気自動車等

電力需要電力需要電力需要電力需要・・・・供給供給供給供給のののの両面両面両面両面においてにおいてにおいてにおいて、、、、実効実効実効実効あるあるあるある対策対策対策対策をををを長期的長期的長期的長期的なななな視点視点視点視点からからからから　　　　着実着実着実着実にににに講講講講じじじじ
ていくことがていくことがていくことがていくことが重要重要重要重要

高効率機器高効率機器高効率機器高効率機器のののの普及普及普及普及・・・・
電化電化電化電化によるによるによるによる省省省省エネエネエネエネ

（（（（ヒートポンプヒートポンプヒートポンプヒートポンプ、、、、電気自動車等電気自動車等電気自動車等電気自動車等））））

発電発電発電発電のののの一層一層一層一層のののの
高効率高効率高効率高効率・・・・低炭素化低炭素化低炭素化低炭素化

（（（（原子力原子力原子力原子力のののの活用活用活用活用、、、、再生可能再生可能再生可能再生可能
　　　　　　　　エネルギーエネルギーエネルギーエネルギーのののの利用拡大等利用拡大等利用拡大等利用拡大等））））

電気電気電気電気エネルギーエネルギーエネルギーエネルギーによるによるによるによる
低炭素社会低炭素社会低炭素社会低炭素社会のののの実現実現実現実現へへへへ

DemandSupply

まとめまとめまとめまとめ：：：：低炭素社会低炭素社会低炭素社会低炭素社会のののの実現実現実現実現にににに向向向向けてけてけてけて

Smarter Grid


